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第
七
十
四
号 

 
終
戦
七
十
周
年
を
迎
え
、
愛
知
縣
護
國
神
社
に
て 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

憲
法
改
正
署
名
活
動
を
実
施 

去
る
八
月
十
五
日
の
終
戦
の
日
、
恒
例
（五
年
目
）の
愛
知
縣
護
國
神
社
境
内
に
特
設
テ
ン
ト

を
設
置
し
て
、
署
名
・啓
発
活
動
や
冷
茶
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
。
本
年
は
七
十
周
年
の
節
目
で
、

参
拝
者
も
例
年
よ
り
多
く
、
特
に
若
い
男
女
や
、
親
子
連
れ
が
目
立
っ
た
。
テ
ン
ト
に
立
ち

寄
っ
た
、
少
年
二
人
に
声
を
か
け
て
み
る
と
、
高
校
生
と
の
こ
と
。
「知
多
か
ら
電
車
を
乗
り
継

い
で
、
初
め
て
お
参
り
に
来
ま
し
た
」
「お
参
り
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」
「英
霊
に
感
謝
し
ま
す
」

な
ど
な
ど
。
署
名
も
進
ん
で
書
い
て
く
れ
た
。
嬉
し
か
っ
た
し
、
心
強
く
思
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

青
少
年
が
陸
続
と
し
て
現
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
止
ま
な
い
。 

ま
た
、
水
田
美
子
西
春
日
井
支
部
長
の
発
案
で
、
自
ら
賄
っ
た
日
章
旗
と
旭
日
旗
の
小
旗
を

参
拝
者
に
配
布
さ
れ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
喜
ん
で
受
け
取
ら
れ
て
い
た
し
、
進
ん
で
求
め

ら
れ
る
方
も
多
か
っ
た
。
こ
の
日
、
約
二
時
間
で
百
五
十
筆
の
署
名
が
得
ら
れ
た
。 

最
後
に
、
愛
知
縣
護
國
神
社
様
は
じ
め
、
前
日
の
テ
ン
ト
設
営
、
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
お
手

伝
い
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（愛
知
県
本
部 

事
務
局
長 

服
部
守
孝
） 

 

靖
国
神
社 

終
戦
七
十
年 

若
人
の
集
い 

参
加
報
告 

 

報
告
・名
古
屋
東
部
支
部 

第
二
十
三
回
勉
強
会
、 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

街
頭
演
説
活
動
実
施
！ 

●
開
催
日
時 

八
月
二
十
三
日(

日) 

午
後
三
時
～
午
後
五
時
●
会
場 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西

角
地
●
会
費 

無
料
●
参
加
者
数 

四
名
●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
」…

八
月

下
旬
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
真
夏
の
よ
う
に
暑
く
汗
ば
む
陽
気
の
中
で
し
た
が
、
自
主
憲
法
制
定
の
重
要
性
に

つ
い
て
し
っ
か
り
と
訴
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
力
に
よ
る
現
状
変
更
を
目
論
む
中
国
共
産
党
へ
の
抑
止
力

と
し
て
、
ま
た
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事
件
の
解
決
へ
の
道
筋
と
し
て
憲
法
を
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
、
そ

し
て
関
連
し
て
安
保
法
制
の
早
期
成
立
の
大
切
さ
等
が
主
な
内
容
と
な
り
ま
し
た
。
自
転
車
に
乗
り
な
が
ら

罵
声
を
浴
び
せ
か
け
る
女
性
な
ど
の
否
定
的
な
反
応
も
あ
り
ま
し
た
が
、
信
号
待
ち
の
間
の
立
ち
話
で
現
在

の
マ
ス
コ
ミ
の
問
題
や
自
主
防
衛
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
通
行
人
の
方
と
意
見
交
換
し
た
り
な
ど
意
義
の
あ

る
出
会
い
も
あ
り
ま
し
た
。
今
回
も
多
く
の
方
に
チ
ラ
シ
を
お
渡
し
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
街
宣
活
動
終

了
後
、
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
の
喫
茶
ス
ペ
ー
ス
に
て
、
今
回
の
街
宣
の
反
省
会
お
よ
び
一
〇
月
に
開
催
い
た
し
ま
す

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
報
告
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
☆
次
回
予
定 

九
月
二
十
日
（日
）

●
内
容 

街
頭
演
説
活
動
「自
主
憲
法
制
定
に
つ
い
て
」
●
場
所 

御
器
所
交
差
点
周
辺
●
時
間 

午
前
十

時
三
〇
分
～
十
二
時
三
〇
分 
☆
次
世
代
の
党
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
（IFC

O
N

）に
て
名
古
屋
東
部
支
部
が

後
援
と
な
り
協
力
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
（十
月
十
八
日/

日
曜
、
午
後
一
時
三
〇
分
開
場
、
名
古
屋
企

業
福
祉
会
館
（名
古
屋
市
中
区
大
須
二-

十
九-

三
十
六
） 

●
お
問
合
せ
は
メ
ー
ル
（kak

e
hashi_k

ato
u@

ho
tm

ail.c
o
.jp

 

加
藤
貴
之
宛
）ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
の
程
、

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 
 

 
 
 
 

（愛
知
県
本
部 

名
古
屋
東
部
支
部 

事
務
局
長 

加
藤
貴
之
） 

八
月
十
五
日
、
靖
国
神
社
は
七
十
年
目
の
終
戦
の
日
を
迎
え
た
。
小
生
は

ほ
ぼ
毎
年
、
終
戦
の
日
に
靖
国
神
社
に
参
拝
し
て
い
る
が
、
参
拝
者(

特
に

若
年
層)

は
例
年
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
大
変
心
強
い
限
り
で

あ
る
。
マ
ス
コ
ミ
は
安
保
法
制
反
対
の
世
論
構
成
に
奔
走
し
て
、
決
し
て
我

が
国
の
実
相
を
報
じ
る
こ
と
を
し
な
い
。
だ
が
、
終
戦
の
日
の
靖
国
神
社
に

は
、
慰
霊
と
感
謝
に
包
ま
れ
た
慎
ま
し
や
か
な
光
景
が
厳
か
に
広
が
る
。

無
論
、
品
格
を
疑
う
安
保
法
制
反
対
デ
モ
と
は
そ
の
質
と
規
模
に
お
い
て

は
比
較
す
る
余
地
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
我
が
国
民
の
民
意
が
反
戦
平
和

に
は
な
く
、
英
霊
の
志
を
継
承
す
る
積
極
的
平
和
に
あ
る
こ
と
を
静
か
に

諭
し
て
い
る
。 

 

さ
て
、
例
年
、
終
戦
の
日
の
午
前
か
ら
正
午
過
ぎ
ま
で
は
境
内
で
戦
歿
者

追
悼
中
央
国
民
集
会
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
正
午
に
は
参
加
者
一
同
で

天
皇
陛
下
の
お
言
葉
を
拝
聴
し
た
。
ま
た
、
本
年
は
、
謝
罪
外
交
と
の
決

別
を
表
明
し
た
前
日
の
安
倍
談
話
を
評
価
の
う
え
、
首
相
に
よ
る
靖
国

神
社
参
拝
の
定
着
へ
の
要
望
と
憲
法
改
正
の
早
期
実
現
へ
の
邁
進
を
誓
う

声
明
文
が
参
加
者
一
同
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
。 

 

午
後
か
ら
は
靖
国
神
社
に
も
ご
協
賛
い
た
だ
き
、
終
戦
七
十
年
の
特
別

企
画
事
業
と
し
て
「終
戦
七
十
年
若
人
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。
ア
ジ
ア

の
若
人
か
ら
は
我
が
国
へ
の
感
謝
と
憲
法
改
正
へ
の
期
待
が
示
さ
れ
る
と

と
も
に
、
我
が
国
の
若
人
か
ら
は
パ
ラ
オ
慰
霊
奉
迎
団
の
活
動
報
告
、
戦

後
世
代
と
し
て
の
決
意
表
明
等
を
行
っ
た
。
我
々
が
今
後
連
帯
す
べ
き
ア

ジ
ア
の
仲
間
を
先
確
認
す
る
ま
た
と
な
い
好
機
と
な
っ
た
。
終
了
後
に
は
ス

タ
ッ
フ
の
み
で
「若
人
の
出
発
の
夕
べ
」
が
開
催
さ
れ
、
各
活
動
団
体
の
枠
を

越
え
て
、
若
手
保
守
で
意
見
交
換
を
行
い
、
志
を
共
有
し
た
。
今
回
の
若

手
保
守
の
団
結
を
一
過
性
の
も
の
と
す
る
こ
と
な
く
、
い
か
に
憲
法
改
正
へ

の
大
き
な
う
ね
り
へ
と
繋
げ
る
か
。
小
生
を
も
含
む
若
人
に
課
せ
ら
れ
た

今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 

 

（愛
知
県
本
部 

事
務
局 

森
喜
隆
） 



愛知県護国神社清掃奉仕予定 
 

■１０月４日（日）午前８時開始、９時終了予定。 
■引き続き１１月１日（日）午前８時より実施予定。 
■軍手を必ずご持参ください。また、小雨なら社屋の
木枠拭きをしますので雑巾をご持参下さい。大雨は中
止になりますが疑わしい天気の場合には、現場責任者
の服部宛、電話 (070-6583-4588)を下さい。 
★９月６日は、８名の方が参加していただきました。ちょ
うど結婚式が催されていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

（８月２日  奉仕後に撮影） 
●「日本の息吹」を引続きご購読くださいますよう 
  お願いいたします。 
 

平成二十七年九月  
 

 

事
務
局
日
誌 

（八
月
）  

 
 
 
 
 
 
 

服
部
守
孝 

八
日
（土
）電
話
回
線
不
調
に
よ
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に

点
検
し
て
も
ら
っ
た
ら
、
屋
外
配
線
の
異
常
と
判

明
。
三
十
分
程
で
復
旧
。 

十
四
日
（金
）午
後
か
ら
愛
知
縣
護
國
神
社
に
て
、

明
日
の
テ
ン
ト
設
営
。
六
名
の
方
が
お
手
伝
い
駆

け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
。 

十
五
日
（土
）愛
知
縣
護
國
神
社
は
終
戦
七
十

周
年
を
迎
え
、
例
年
よ
り
参
拝
者
が
多
か
っ
た
。

特
に
、
若
い
男
女
や
親
子
連
れ
が
目
立
っ
た
。
日

本
会
議
愛
知
県
本
部
で
は
、
恒
例
の
冷
茶
サ
ー

ビ
ス
と
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
今
年
は
、
水
田

美
子
西
春
日
井
支
部
長
の
発
案
で
、
日
章
旗
と

旭
日
旗
の
小
旗
を
配
布
し
た
が
、
多
く
の
方
が

喜
ん
で
受
け
取
ら
れ
て
い
た
。 

二
十
一
日
（金
）覚
王
山
日
泰
寺
の
縁
日
に
合
わ

せ
て
、
「救
う
会
」
が
署
名
活
動
を
実
施
。
近
く

な
の
で
久
し
ぶ
り
に
お
手
伝
い
に
参
加
。
い
つ
も

な
が
ら
、
女
性
の
署
名
協
力
者
が
多
か
っ
た
。
今

後
は
、
毎
月
二
十
一
日
は
同
所
で
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。 

二
十
六
日
（金
）上
京
。
南
部
文
宏
愛
知
県
議
に

同
行
し
て
、
日
本
会
議
事
務
総
局
と
特
定
失
踪

者
調
査
会
事
務
所
を
表
敬
訪
問
。 

二
十
八
日
（金
）美
し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く
る

愛
知
県
民
の
会
第
一
回
推
進
者
会
議
を
開
催
。

賛
同
者
拡
大
方
針
に
つ
き
、
協
議
が
な
さ
れ
た
。 

三
十
一
日
（月
）夕
方
よ
り
、
戦
争
展
反
省
会
へ
。

参
加
団
体
代
表
が
一
堂
に
会
し
、
本
年
の
成
果

と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。 

一
日
（土
）第
十
四
回
も
う
ひ
と
つ
の

戦
争
展
二
日
目
は
、
特
別
企
画
と
し

て
西
村
幸
祐
氏
（評
論
家
）の
講
演
会

が
あ
り
、
百
名
超
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。

終
了
後
は
軍
歌
の
集
い
が
あ
り
、
引
き

続
き
多
く
の
人
が
参
加
さ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
軍
歌
の
集
い
は
、
初
め

て
の
試
み
だ
っ
た
が
好
評
を
博
し
た
。 

二
日
（日
）第
七
十
一
回
愛
知
縣
護
國

神
社
清
掃
奉
仕
へ
。
猛
暑
な
が
ら
、
十

六
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。
戦
争
展
最
終

日
で
、
夕
方
よ
り
撤
収
作
業
。 

七
日
（金
）株
式
会
社
フ
ロ
ー
ラ
の
社
内

懇
親
会
に
お
招
き
い
た
だ
き
、
乾
杯
の

音
頭
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。 

長
い
休
暇
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
の

機
を
利
用
し
て
西
日
本
の
陵
墓
を
巡
礼
し

よ
う
と
思
い
立
ち
ま
し
た
。
例
の
便
利
サ
イ

ト
を
検
索
し
て
み
る
と
大
阪
府
、
京
都
府
、

奈
良
県
に
は
無
数
の
陵
墓
が
密
集
し
て
い
る

の
で
す
が
、
そ
れ
以
西
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回
は
な
る
べ
く
遠
く

の
陵
墓
を
メ
イ
ン
に
す
な
わ
ち
九
州
地
方
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
定
め
ま
し
た
。 

高
速
道
路
の
渋
滞
を
避
け
る
た
め
夜
中
に

自
宅
を
出
発
し
お
よ
そ
六
時
間
を
一
気
に

運
転
し
山
口
県
防
府
市
に
到
着
し
ま
し
た
。

防
府
市
役
所
の
近
く
に
あ
る
桑
山
公
園
の

小
高
い
丘
の
上
、
こ
こ
に
第
三
十
一
代
用
明

天
皇
の
皇
子
、
来
目
皇
子
の
殯
（も
が
り
）の

宮
を
営
ん
だ
殯
斂
地
（ひ
ん
れ
ん
ち
）
が
あ
り

ま
す
。
来
目
皇
子
は
聖
徳
太
子
の
実
の
弟

君
で
あ
り
ま
す
。
第
三
十
三
代
推
古
天
皇

に
任
那
日
本
府
を
滅
ぼ
し
た
新
羅
の
征
討

を
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
二
万
五
千
人
の
軍
を

率
い
て
進
軍
し
ま
す
が
筑
紫
の
地
で
病
に
倒

れ
薨
去
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
こ
こ
周
防
の
地

で
殯
の
宮
が
営
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

丘
の
上
は
見
晴
ら
し
が
よ
く
瀬
戸
内
海
を

望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
合
掌
。 

 

陵
墓
参
拝
記 

そ
の
八 

再
び
高
速
道
路
に
入
り
下
関
の
一
つ
手

前
の
小
月
イ
ン
タ
ー
を
出
て
下
関
方
面

に
車
を
走
ら
せ
ま
す
。
壇
ノ
浦
の
五
キ
ロ

ほ
ど
手
前
の
小
高
い
丘
の
上
の
日
頼
寺

と
い
う
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
お
寺
の
脇

を
さ
ら
に
少
し
上
っ
た
と
こ
ろ
に
第
十
四

代
仲
哀
天
皇
の
殯
斂
地
が
あ
り
ま
す
。

筑
紫
の
地
で
神
の
祟
り
で
お
隠
れ
に
な

り
武
内
宿
禰
に
よ
り
こ
の
地
で
お
よ
そ
三

年
の
あ
い
だ
殯
の
宮
が
営
ま
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
、
神
功
皇
后
は
お
な
か
に
応
神

天
皇
を
身
籠
り
な
が
ら
も
三
韓
征
伐
を

お
達
し
に
な
り
、
お
戻
り
に
な
ら
れ
て
か

ら
応
神
天
皇
を
お
生
み
に
な
り
、
そ
の

後
こ
こ
で
仲
哀
天
皇
と
の
お
別
れ
を
惜
し

ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
合
掌
。 

さ
て
い
よ
い
よ
壇
ノ
浦
で
す
。
な
ぜ
「い
よ

い
よ
」
か
と
申
し
ま
す
と
、
壇
ノ
浦
の
第

八
十
一
代
安
徳
天
皇
の
御
陵
の
参
拝
で

神
武
天
皇
か
ら
先
帝
陛
下
ま
で
の
御
陵

参
拝
が
コ
ン
プ
リ
ー
ト
す
る
か
ら
で
す
。

国
道
二
号
線
を
進
み
国
道
九
号
線
に
入

り
左
手
に
は
壇
ノ
浦
の
景
色
が
望
ま
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
何
隻
も
の
貨
物

船
が
浮
か
ん
で
い
ま
す
。
幕
末
に
長
州
藩

と
、
英
仏
蘭
米
の
列
強
四
国
と
の
間
に

起
き
た
馬
関
戦
争
の
情
景
が
想
像
で
き

ま
す
。
平
安
時
代
の
壇
ノ
浦
の
合
戦
で
は

そ
れ
よ
り
小
さ
な
木
造
船
が
入
り
乱
れ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
こ
で
二

位
尼
に
抱
か
れ
て
安
徳
天
皇
は
入
水
さ

れ
た
の
で
す
。
関
門
橋
を
く
ぐ
っ
て
ほ
ど

な
く
す
る
と
右
手
に
赤
間
神
宮
が
あ
り

ま
す
。
ま
ず
は
赤
間
神
宮
に
参
拝
し
ま

し
た
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。
そ
し
て
神
宮

参
道
左
側
に
安
徳
天
皇
の
阿
彌
陀
寺
陵

が
あ
り
ま
す
。
二
礼
二
拍
手
一
礼
。 

皇
孫
の
尊
観
親
王
の
お
墓
が
あ
り
ま
す
。

合
掌
。 

こ
こ
か
ら
下
関
市
の
内
陸
部
へ
約
四
十

五
キ
ロ
車
を
走
ら
せ
ま
す
。
豊
田
湖
と

い
う
人
工
湖
の
近
く
に
安
徳
天
皇
の
西

市
陵
墓
参
考
地
が
あ
り
ま
す
。
義
経
が

神
剣
を
探
し
あ
ぐ
ね
て
こ
の
地
に
安
徳

天
皇
の
御
尊
骸
を
葬
っ
た
と
の
こ
と
。
合

掌
。
こ
の
日
は
下
関
駅
近
く
の
ビ
ジ
ネ
ス

ホ
テ
ル
に
宿
を
と
り
ま
し
た
。 

（愛
知
県
本
部 

事
務
局 

松
川
秀
康
） 

赤
間
神
宮
か
ら
海
沿
い
約
一
キ
ロ
南

西
に
行
っ
た
と
こ
ろ
に
は
亀
山
天
皇
皇 


